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○小林　誠(学), 日野 裕

アルミニウム合金ハニカム構造体の曲げ加工において、加工の際のスプリングバックの大きさについて検討し、考察した。試

験片厚さが薄く、支点間距離が広く、圧子半径が小さいほどスプリングバック量は大きくなる。
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